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修正刷 頁 節・項 場所（図表等） 誤 正

1 35 式（解2.1） qCf qCf

1 35 解説 下から8行目
q=0.6×0.836752×

462=888.9N/m
2 q=0.6×0.83675

2
×46

2
=888.9N/m

2

1 45 4.3解説 （4）の2行目
・・・せっこうプラスターなど
の水硬性材料は，

・・・せっこうプラスターなど
は，

1 51
解説図5.1
（9箇所）

ラスモルタル
（下図参照）

モルタル
（下図参照）

【誤】

※「修正刷」の欄は，以下を表す．
　　1　：第1刷のみ修正

『木造住宅ラスモルタル外壁の耐久設計・施工指針（案）・同解説』正誤表

ラス下地面材

ラスモルタル

ラスモルタル ラスモルタル

ラスモルタル

ラスモルタル ラスモルタル

ラスモルタル

ラスモルタル ラスモルタル



1 63
5.2.8本文ｂ
（2）

2行目 ・・・は両方向へ柱幅・・・ ・・・の重ねは150mm・・・

1 64 解説 下から6行目
・・・するか，通気金具を使用
するなど，

・・・するなど，

1 65
解説図5.15（a）
のタイトル

耐力面材 構造用面材

1 65
解説図5.15（b）
のタイトル

耐力面材 構造用面材

1 69 解説ａ 3行目
・・・するか，通気金具を使用
するなど，

・・・するなど，

1 70 解説図5.22 （下図参照） （下図参照）

【正】

【誤】

ラス下地面材

　モルタル

　モルタル 　モルタル

　モルタル

　モルタル 　モルタル

　モルタル

　モルタル 　モルタル



1 71
5.3.1本文ｂ
（2）

2行目
・・・通気胴縁を貫通し柱
や・・・

・・・通気胴縁を貫通する釘で
柱や・・・

1 71 解説図5.23
ステープルL1019J@100
（下図参照）

ステープルL1019J@100以下
（下図参照）

1 72 解説ｂ. 3行目 ラス下地 ラス下地板

1 76 解説図5.25 タイトル ・・・緊結式） ・・・緊結式）6）

1 78 5.4.2本文
下端定規は，水切りより10～
15mm上部の位置に，ステープル
などで通気胴縁に取り付ける．

下端定木取付けは，5.3.2と同様
である．

1 78 5.4.2解説
下端定木取付けは，5.3.2と同様
である．

下端定規は，水切りより10～
15mm上部の位置に，ステープル
などで通気胴縁に取り付ける．

【正】

【正】

【誤】

以下

mailto:%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%ABL1019J@100%E4%BB%A5%E4%B8%8B
mailto:%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%ABL1019J@100%E4%BB%A5%E4%B8%8B


1 78
5.4.3本文ｂ
（3）

2行目 ・・・留め付ける．
・・・留め付ける．ラスは電食
を避けるため，サッシ枠に接触
させない．

1 79 参考文献 追加

6）宮村，太田，佐藤，山口：ラ
ス下地モルタル塗り工法の耐力
及び剥落に関する研究－構成部
材による影響，日本建築学会大
会学術講演梗概集，pp.377-
378，2005.9

1 80
6.1.1本文
ｃ.

コーナー 補強用

1 80
6.1.1解説
ｃ.

1行目 コーナー 補強用

1 98 8章解説（1）1行目 ・・・を住宅建設会社，・・・ ・・・を建設会社，・・・

以上
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